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視点の切り替えで実現 行政視察
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衰退する「自治会」を盛り上げるために奮闘する職員の熱意 岐阜県美濃加茂市

テーマは自治会の存続

10月毎年県外視察を行っています。テーマ

や候補地の選定、質問事項の練り上げには

相当の下調べを行います。

所属する総務経済常任委員会では「自治会

の現状と課題について」を今年度の所管事

務調査項目としましたので、関連のテーマ

と候補地として岐阜県美濃加茂市を選びま

した。美濃加茂市は自治会加入率が低いと

いう課題があり、そのために「まちづくり

課」という専門部署を立ち上げて様々な取

り組みを行っています。

そんな美濃加茂市のまちづくり課ですが、

自治会加入率の増加を目標にしていません

でした。『加入率だけを求めるならやりよ

うはある、自治会の必要性を理解してくれ

る方をどれだけ増やしていけるかが大事』

という思いからです。第6次総合計画の審議

の際に「自治会加入率を目標設定としない

のか」と質問した私ドキッとしました。

美濃加茂市では定期的にアンケートを取り、

「自治会活動事例集」を発行しています。

自治会の規模や構成が大きく異なるので、

模範解答を示せば済む話ではなく、自治会

規模や構成に合ったものを自分たちで見つ

けてほしい、作り上げていってほしいとの

考えからです。

これは開成町にとっても参考になります。

小は約50世帯の岡野自治会から大は1400世

帯を超える下島まで、本町も自治会ごとの

規模が大きく異なりますから。

その他、開成町でも実現できればいいと

思ったのは、自治会への依頼事項の削減で

した。これは担当部局だけではできること

ではありませんが、取り溜めたアンケート

などを有効に使い、熱く粘り強く庁舎内で

交渉されたものと察せられました。

逆転の発想で決まった視察先 美濃加茂市

今回の視察先は、同期の今西議員の『うま

くいっていないところを見たい』という声

がきっかけで決まりました。一般的には先

進事例＝成功事例を学ぶための視察を行い

ますので、まったく逆の発想でした。

しかし「うまくいっていない貴自治体の事

例を見たい…」と言って受け入れてもらえ

るとも思いません。新局長のもと、事務局

も頑張ってくれた結果、目論見通りの良い

視察ができました。

開成町議会も多くの視察を受け入れてい

ます。議会改革や広報改革という切り口

での視察がほとんどです。専門誌などで

何度か『ホームページが斬新』と取り上

げられました。今年の10月だけでも10回

もの受け入れがありました。

しかし、いいことばかりではありません。

視察は２ヶ月ほど前に日程が決まります。

います。事前に月に10日も日程を抑えら

れたら、肝心の開成町議会としての委員

会や会議を入れられる日程が極めて限定

的となります。事務局もその分時間をと

られます。これでは本末転倒です。

しかも視察は町民の皆さんに還元される

ものではありません。改善すべきです。

開成町議会は

今日もご多忙なり
4日(木) 午後登壇 12月議会一般質問

次回の一般質問では、初めて２題の項目に

取り組みます。

ひとつは開成駅の乗降客数増加策について

です。３月いっぱいで県立大井高校が統廃

合され、現在開成駅を利用している大井高

校生分の客数が減少します。そこで、過去

にも取り上げたテーマですがこのタイミン

グで改めて町の考える乗降客数の増加策を

問います。

二つ目は入札の仕組みについて質問します。

どの業者がいくらで落札したかは、町の

ホームページでもわかります。

しかし、なぜその業者が入札参加業者に選

ばれたのか？。例年同じ業者が落札するこ

ともありますが、前年の実績をどう評価し

ているのかなど気になる点もあります。

そうした点を詳らかにしたいと思います。

12月議会では８人の議員が登壇します。

ぜひ傍聴にお越しください！
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開成弥一芋 初出荷式に参加

10月8日は福祉会館で開催された弥一芋の

初出荷式に参加しました。あじさいちゃん

も参加し、大手新聞社の取材も入った華や

かな式典になりました。我々議員もぜひと

いう研究会の会長の計らいで記念写真を撮

らせてもらいました。弥一芋の情報を拡散

したいとの会長の思いを感じました。

私は常々開成町ブランドはこの弥一芋一点

に絞るべきだと思っています。一般質問で

も開成町ブランドは、数が多すぎる、育成

できていないと一貫して主張してきました。

その点この「開成弥一芋」は、なんと言っ

ても「開成」が品名に入っています。そし

て大手流通が手掛けてくれて、流通側の経

費で販促もしてくれて、販売データも取れ

る。ブランドに不可欠なヒストリーやス

トーリーもある。自前の年間予算が数万円

しかない中では、この一点に絞ったブラン

ディング活動を行うのが正しいマーケティ

ングです。当日のSNSでも発信しました。

匿名の言論封鎖には断固対応

ところが、それがけしからんと町役場に匿

名で電話があったそうです。反応があるの

はありがたいのですが、私の投稿に対して

町役場へ電話するのはお門違いです。

私と意見が異なることは悪いことではあり

ません。しかし、自分と異なる意見はけし

からんと、匿名で開成町役場に電話をする

のはフェアではありません。改めて私への

意見は私に連絡してくださいと発信しまし

たが、そこには無反応です。

既に開成町ブランドに認定されている品目

を生産者をおもんぱかっての電話かもしれ

ません。しかし、表面的には言論封鎖のよ

うな印象を受けます。こうしたことも議員

のなり手不足の遠因です。

私に言いたいことは私に伝えてください。

後援会
申込み

ご意見・ご感想をお待ちしています 広告募集中
090‐2259‐4785 2/9ページ2,000円
sumio.yamashita2847@gmail.com 詳細は問い合せを

山下 すみお
ホームページ

１０月の主な議会日程

1日 広報公聴常任委員会

８日 開成弥一芋 初出荷式

９日 総務経済常任委員会

14日
県外視察

15日

16日 議会運営委員会

19日 防災訓練

21日 議会全員協議会
ゆめクラブ開成との意見交換会

22日 正副座長打ち合わせ

24日 総務経済常任委員会

25日 全国自治体議員行財政
自主研究会

26日

10月25日・26日の2日間は「全国自治体議

員行財政自主研究会」の勉強会でした。

25日は指定管理者制度、26日は憲法につい

て学びました。近代国家の憲法は「人権」

と「統治機構」の両方で成り立っています。

その人権は人が生まれた時に有する権利で、

国家の考えで制限できないとしています。

日本国憲法もこの考えです。

翻って10月24日に発せられた高市新総理の

所信表明演説には、「国家国民」という

表現が2ヶ所出てきました。国家が国民よ

り前に出ています。これはかつての大日本

帝国憲法の考え方に近い考えです。大日本

帝国憲法下では国民は「臣民」でした。臣

民とは君主国において君主に支配される

人々を指す言葉です。

研修を経て、憲法の成り立ちから見た高市

新総理の所信表明演説に懸念を覚えました。

法で人権が制限されるようなことが、あっ

てはいけないと思います。

憲法からみた新総理の所信表明演説は

山下すみお議会報告会 11月30日 13:30～

10月4日、世間が自民党総裁選挙注目している

その日、開成駅には枝野幸男氏の姿がありま

した。雨にもかかわらず80名近い聴衆が集ま

りました。神奈川17区の佐々木ナオミ衆議院

議員が企画されたものです。広い17区の中で

小田原市の他は、秦野市でも南足柄市でもな

く開成町だけだったことが注目されます。開

成町の存在感が、いよいよ高まってきました。

枝野幸男氏、開成駅前で街頭演説

高まる開成町の存在感

「開成」を名乗る特産品初出荷式 役場に掛かった「名乗らぬ」電話
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